
山城ガールむつみの出陣のススメ

「いざ、次浦城へ！」の巻
次浦城は現在の次浦集落がある台地全体を利用して築かれたと思われます。

集落になってしまっているため、城の形は不明確ですが、北西の角には方形居館やそれを取り巻く

区画分けされた曲輪が台地に残っています。また、地名からも当時を偲ぶことができ、主郭と思わ

れる方形居館の所には「城山」、その他周辺には城郭に「馬場小屋」「内小屋」「土橋」「馬場道」

などの城郭に関連する字名が残ります。

次浦氏の居城とも伝わりますが、詳細は不明。しかし、次浦城の西側には次浦八郎常盛の屋敷地と

伝わる場所もあることから、この次浦の台地全体と次浦氏との関連が指摘されてます。

鎌倉時代が終わり戦いが増えると、どこかのタイミングで次浦城が築かれ、改修整備されながら

戦国期へと入っていったと思われます。城内には千葉一族のシンボル「妙見」さまが祀られています。

次浦氏は千葉一族です。詳細は不明ですが、平安時代末期に常盛が次浦を領地として、次浦氏を名乗ったとされます。

次浦集落から西に外れた山中に常盛の居館跡とされる場所があり、周囲の地形を削り出し居館を築いたと考えられています。

次浦氏は東禅寺（多古土橋）の大旦那だったことが記録で確認できます。さらに

鎌倉幕府滅亡の際の戦いで死んだ次浦氏の百日忌法会が東禅寺で営まれているこ

とから、鎌倉幕府滅亡時には次浦氏はこの地にいてここから出陣したことがわかっ

ています。

建武年間（1331ー 1336) の頃、多古は千葉胤貞の領地でした。この頃は動乱が千

田荘（多古）一帯に広がっており、次浦城も胤貞の支城だったと思われます。土

橋合戦が起きると次浦氏も胤貞方として戦いに参加したと考えられています。その

後も多古度重なる戦乱が起き、次浦城は城郭として整備されていったのでしょう。


